
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立土呂中学校 ）     学校番号 ２４３                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 

主体的に生きる人間の育成 
（１）学校・家庭・地域が連携し、きれいで誰もが安心・安全に過ごせる学校 
（２）誰一人取り残すことなく、個に応じた教育を実践する学校 
（３）生徒が変化の激しい社会を生き抜くために必要な力を身につけ、社会の一員として行動できる人材を育成する学校 
（４）教職員が力を結集し、「チーム土呂」として前進する学校 

     

 

 

          

重 点 目 標 

１ 「主体的・対話的で深い学び」による学力向上 
２ 誰もが安全で安心に生活できる学校作り 
３ コミュニティ・スクールの機能をいかし、地域とともに歩む学校作りの推進 
４ 授業公開、研修とＩＣＴ活用を通した教師力アップ 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【学力向上に関する取組】 

（現状） 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語・数学ともに全国・市平均と比較して

上回り概ね良好である。 

〇日々の授業態度については良好で学習にしっか

りと取り組めている生徒が多い。 

（課題） 

〇基礎学力定着のための学習において、ＩＣＴ教

材を活用したり、テスト前の質問会などに積極

的に参加したりしていない傾向がある。 

〇学習の流れや学習の仕方について理解し、自分

なりに計画を立てながら授業や家庭学習に取り

組もうとする意欲が高くない。 

・「個別最適な

学び」「協働

的な学び」の

実現に向けた

情報端末の活

用及び授業改

善 

①タブレット端末を効果的に活用した魅

力ある授業の実践と公開。 

②タブレット端末を活用した公開授業を

全教員が年１回以上実施する。 

（指導訪問、年次研修等の機会で） 

③ＩＣＴを効果的に活用するための校内

研修を実施し、研究成果を共有す

る。 

①タブレット端末等を活用して、効果的

な授業を実践し、自らの学習状況を把

握し、目標を立て達成に向けて努力で

きるようになったか。 

②課題を解決する方法を身に付け、挑戦

する態度を育てることができたか。 

方策①、②について、７月１１日の指導訪

問、１１月２０日「初任研メンターメンテ

ィ研究授業」、初任者研修他全教員が１回

～５回のタブレット端末を活用した授業公

開を実践している。方策②の校内研修は、

４月４日、８月２２日、８月２８日、１０

月７日、１１月２５日実施した。８月２２

日は「食育」について共通理解を深め、研

究を推進した。 

Ａ 

・授業公開や校内研修を通して計画的

に授業改善を進めていく。 

・タブレット端末の更新を踏まえて、

生徒が自主的に端末を利用して学習

が進められるように指導をする。 

・学習態度や学習環境を維持しつつ、

ICT の効果的な活用を進め、個別最適

な学びの推進を実施していく。 
 

・学習状況は良いので継続して

いってほしい。 

・学んだことを将来に役立てる

の生徒評価が 89%はボランテ

ィアにも結び付いて良い。 

・道徳の授業評価が 90.9%とな

っており、ほとんどの生徒が

まじめに取り組んでいた。 

・授業のねらいなどを提示した

ほうがわかりやすいと思う。

授業のフォーマットを作成し

てみてはどうか。 

・ＩＣＴとプリントの有効的な

活用ができていた。 

・学びの探究化

を 目 指 し た

「ＳＴＥＭＳ

教育」「ＳＤ

Ｇｓ」の段階

的な取組の推

進 

①総合的な学習の時間において、「ＳＴ

ＥＭＳ 教育」や「ＳＤＧｓ」の取組

について、学年ごとの取組計画を立て

る。 

②校内研修において、「食育」について

の取組計画を熟議する。 

①各学年の取組計画ができ、学年が上が

るごとにレベルアップが図られている

か。 

②学校評価の生徒アンケートにおいて、

「学んだことを将来に役立てたいと思

う」項目、前年度より向上。 

方策①「食育」に関する研修会を実施し、Ｓ

ＤＧｓと食育との関連について教職員の共

通理解を図った。 

方策②学校評価生徒アンケートではＲ５年度

「学んだことを将来役立てたいと思う」

51.6%からＲ６年度 52.6%へ向上し肯定的な

評価も 88.5%から 89.8%になった。 

B 

・SDGsと関連付けて「食育」の推進を

図る。そのための計画を進め、修正

改善を図り、成果発表が行えるよう

にする。 

・学校、家庭、地域と関連づけて「食

育」についての取組を進めていく。 
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【安心・安全に関する取組】 

（現状） 

〇前年度まで教室に入れなかった生徒が、新学期

より頑張って教室復帰している生徒が複数い

る。 

〇教育相談部会を中心として、不登校傾向の生徒

の相談・指導を組織的継続的に行うことができ

ている。 

〇各担当による安全点検の確実な実施と管理職、

業務主査による点検を実施し、危険個所の把握

と対応はできている。 

（課題） 

〇自己肯定感の低い生徒への支援とその体制づく

りの強化 

〇災害等発生時の学校全体の対応力の強化 

〇登下校の交通安全指導の継続 

・生徒一人ひと

りの細やかな

寄り添いがで

きる教職員の

育成 

①いじめの未然防止、早期発見、積極的

な初期対応を適切に行う。 

②教育相談の共通理解のもと、不登校生

徒と学校との関りを作り、個別最適

な支援を実施する。新規不登校生徒

を出さないための方策を研究する。 

③土呂中学校いじめ防止基本方針に基づ

いた指導を徹底する。 

①日常生活の中で積極的に「あいさつ」

を実施して意図的に会話を行い、生徒

の状態や理解を深めることができた

か。 

②おはようメーターの活用や個別面談を

実施して、生徒の支援を行うことがで

きたか。 

方策①、②については、６月に「いじめ防止強化月

間」の取組、「いじめ防止ブロック会議」や「心

と生活のアンケート」、「おはようメーターの活

用」、「教育相談週間」での二者面談等を通じ

て、いじめの未然防止に努めた。また、生徒会に

よる「朝のあいさつ運動」を今年も実施して「元

気」で「あいさつ」の声が飛びかう学校となって

いる。生徒アンケート「元気なあいさつをしてい

る」R5 年度 85%、R6 年度 86.9%が肯定的だった。 

Ａ 

・保護者による学校評価において、

「学校はいじめのない学校つくりに

努めている」の項目、R6 年度肯定的

な評価が 84.2%だった。(R%年度 83%) 

 引き続き「あいさつ運動」や面談等

を実施して、未然に防げるように努

力をしていく。 

 

・先生方がよく対応していて、

生徒の話を良く聞いている。 

・生徒は優しい生徒であるが、

体の不自由な方がいたら気づ

くことが大切である。 

・いい学校と言われているとき

が油断になるので、気を付け

て欲しい。 

・良い生徒というのが受け継が

れている点がうれしかった。 

・防災訓練など地域と連携した

取り組みが出来たら良いと考

える。（生徒の意見も参考に

したい。） 

・素直に育っている。お礼も言

われていてよかった。 

・安全な学校生

活に主体的に

取り組む生徒

の育成に向け

た教育活動の

充実 

①防災教育を「ＳＴＥＭＳ教育」や「Ｓ

ＤＧｓ」の取組の中に取り入れ、各

学年において段階的。計画的に取組

む。 

②登下校の交通安全指導の継続と地域の

方による見回りボランティアの実施

を行う。 

①防災に関する取組の生徒アンケートを

実施し、意識の向上、積極的な活動に

ついて項目の肯定的な回答が優位とな

る。 

②学期ごとに交通安全について生徒に意

識調査を実施して肯定的な回答が優位

になる。 

方策①、②については、学校評価生徒アンケ

ートにおいて、「避難訓練や安全教室など

に積極的に参加している」の項目「大いに

そう思う」R5 年度 53.6%、R6 年度 55.6%と

なり前年度より意識の向上が見られたが、

肯定的な評価ではR5年度91%、R6年度87.2%

と低迷した。 

B 

・地域と連携しての防災訓練の計画な

どを企画し、計画的に実践してい

く。また、地域の防災アドバイザー

にも協力を依頼して、生徒の防災意

識を高め、有事の際には地域に貢献

できる人材育成に努める。 

・SDGs とも関連した計画を作成し、学

年ごとの取組を進めていく。 
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【地域とともにある学校づくりに関する取組】 

（現状） 

〇コロナ禍での「学校、家庭、地域が一緒にでき

る取組」について、活動が少なくなり、地域と

ともに生徒が活動する場面が減少している。 

〇新型コロナの影響が少なくなり、授業参観や学

校行事の公開が進められている。 

（課題） 

〇地域人材の活用、地域資源の活用が少ない傾向

にある。 

〇地域催事がコロナ禍前の状態に戻ってきたが、

生徒の参加が少ない傾向になっている。 

〇教職員、生徒の地域催事への参加や地域貢献の

方法についてできるだけ負担を少なくして実施

していく。 

・地域との連携

を図り生徒の

地域行事への

参加を通した

地域貢献の推

進 

①地域のボランティア活動等を積極的に

紹介し、生徒が自らの考えで地域の一

員として活躍できる生徒の育成をす

る。 

②生徒が参加・活動する具体的な方策を

定め、地域と協働した取組を行う。 

①生徒の活動後にアンケートを実施し、

地域の活動に協力することについての

項目で肯定的な回答が優位となる。 

②地域の関係者にアンケートを実施し、

地域への活動参加についての項目で肯

定的な回答が優位となる。 

方策①については、前年度より参加できるボ

ランティア数を増加させたが、肯定的な評

価 R5年度 54.7%、R6年度 56.5%と向上はし

たが、認知度が低いと感じていた。 

方策②については、「中学生が地域への活動

参加」について、依頼者から肯定的な評価

90%だった。 

B 

・令和６年度は自治会や公民館の参加

もあり体験する生徒が倍増したが、

周知が伴わなかったためか、ボラン

ティアの知名度が低かった。次年度

は周知方法の改善、参加した生徒の

成果発表会などを実施して周知を図

る。 

 

・地域と土呂中のつながりとし

て見守ってくれていることが

分かった。横の連携を取りな

がら進めてもらいたい。 

・盆栽美術館でワークショップ

を開催するときに生徒が参加

してくれる予定である。 

・ボランティアに３年間で何回

参加しようと目標値を決めて

どうか。 

・情報発信については、紙とデ

ジタルの両方で発信していて

十分対応していると思う。 

・先生方もよく見てくれてい

る。地位この人もよく見てく

れている。 

・授業参観や学

級懇談会、学

校行事や部活

動等の公開を

通した学校公

開の推進 

①授業参観、学級懇談会、学年保護者

会、三者面談、進路説明会、スマホタ

ブレット安全教室等保護者への学校公

開の機会を増やす。 

②体育祭、合唱コンクール等の活動発表

など地域にも公開を行う場の設定をし

て地域とともにある学校づくりを進め

る。 

①学校評価に係る教師アンケートで、

「学校の行事予定や生徒の様子につい

て、懇談会や二者面談、学年だよりや

学校だよりなどにより、分かりやすく

伝えている」の肯定的評価が９３％以

上となったか。 

②同保護者アンケートで、肯定的評価が

前年度より向上したか。 

方策①については、R６年度「学校の様子がよ

くわかる」項目が肯定的な評価が 91.9%とな

り、目標値より低くなった。方策②につい

ては、「体験活動を通して豊かな心を育む

教育が推進されているか」の項目の肯定的

な評価 R5 年度 86.4%、R6 年度 88.4%となっ

た。 

Ａ 

・各学年や担任からもたよりを発行し

ていて、情報発信を継続して行って

いるが、スマホ等による情報閲覧が

想定されるので対応できるものを検

討していく。 

・学校公開の周知や行事の周知を自治

会や公民館にも依頼していく。 
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【教職員の資質向上に関する取組】 

（現状） 

〇教育相談のための研修会や市内でも各教科の中

心となる先生が授業力向上について研修してい

る。 

〇学校研究課題に組織的に取り組んでいる。 

（課題） 

〇質の高い学びや深い学びに関する研修や取組が

十分ではない。 

〇保護者や地域はわかりやすい授業を望んでい

る。 

・教育相談や授

業研究、教材

研究、授業準

備を行うとと

もに年間の校

内研修を通し

た資質の向上

の実現 

①校内研修計画に従い、教育相談や研究

主題に対して、授業でどのような取組

をしたか自分の実践や他教員の授業の

参観を受け、教科会で共有し良い手立

てやワークシート、評価や成績などに

ついて情報交換を行い資質の向上に取

り組む。 

②「学びの指標」等を活用した授業改善

に取り組む。 

①研修会を通して「教える」から「学

ぶ」への授業改善の意識を持ち、「Ｉ

ＣＴを効果的に活用した魅力ある授

業」の実現を目指し日常的にＩＣＴを

活用する状況になったか。 

②全ての教員が「個別最適な学び」や

「協働的な学び」など「質の高い学

び」や「深い学び」を実践することが

できたか。 

方策①、②について、学校課題として、授業

改善の意識を持ち、ICT の効果的な活用を進

めた結果、先生方の学校評価「生徒が教科

の見方・考え方を働かせて学習に取り組む

指導」を意識したかの項目において、肯定

的な評価 R5 年度 100%、R6 年度 97%となっ

た。また、「主体的・対話的な学びを実現

するための授業実践を行ったかの項目肯定

的な評価 R5 年度 100%、R6 年度 97%となっ

た。 

Ａ 

・前年度の研修で学んだルーブリック

評価の活用や本年度研修したスクリ

レの利用など実践していく。 

・「食育」の研修を進め、生徒が食育

を通して主体的に生きる人間に成長

できるように授業改善や指導法の工

夫に努める。 

・教育環境の整備に努め、計画的な研

修会の実施務める。 

 

・全教員が授業公開をされてい

てよかった。 

・先生方の授業改善の意識が高

いことが伺えた。 

・教員を希望する学生が減って

いる。これからは授業が勝負

になってくるので、授業で喜

ばせていくことが大事。 




